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                     OS：Windows10

アプリケーション　：Blender　2 .8

第9話 クロマキー　解説　

　アドビ社のフォトショップというアプリをご存じの方も多いと思います。優れた写真加工アプ

リで、色補正をしたり余計な物を切り取ったりといったことに使いますが、ここで紹介するア

フターエフェクトは同じアドビ社の製品で動画をフォトショップのように加工できます。

最近は、ブルーではなくグリーンを使うことが多くてグリーンバックとも呼ばれますが、均一

な色であれば何色でもかまわないようです。

　私同様の年配者であれば、クロマキーというよりブルーバックといった方がピンとくるかも

しれません。むかしスーパーマンが空に飛んだのと同じテクニックです。

　タイムライン　

　このチュートリアル.シリーズは、小学校で英語とコンピュータープログラミングの学習を始める頃の子供達に

にコンピューターグラフィックの楽しさを知ってもらう事を目的にデザインされています。

　このPDFは子供といっしょにコンピューターグラフィックを学ぶ保護者（教師）用の指導書として配布していま

す。内容は不正確で至らないところも多いかとは思いますが、これをきっかけに、今どきの子供達とのコミュニ

ケーションの手段として使っていただけるとを願って作成しています。

　飽きの来ないように全編3分以内でまとめていますので一般のビデオ教材のように丁寧に操作方法の詳細に

は触れていません。その為”CGで何ができて、そのためにどんな手順を踏むのか”といったCG製作者の仕事

の様子や取り組み方を伝えるように務めています。

　題材は、決して子供相手ではありません。とりわけプロのCG製作者にとって実用的な事柄を中心に選んでま

すので、保護者の助けが無くては、子供だけでまねてみることはできない内容になっています。

はじめに

Move ｏｒ　Not　編集長　樋口壽伸

　細かな動画編集をする時の最もスタンダードなアプリとなっているようです。イラストレー

ターなど同じアドビ社の製品とも連帯の相性がいいのも人気の秘密でしょう。
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　不愛想な初期画ですが、左のウィンドウを右クリックして”Import”＞”File”からビデオファイル

を選択して加工する動画をインポートします。ここでは”MyVideo.MOV”というファイルをイン

ポートしています。

アセットの準備

　プログラムモニター　

　操作モニター　

　プログラムモニター　

補間曲線

　このアプリをインストールするとWindowsの場合、二つのアイコンが作られま

す。EPICと書かれたアイコン　　　はこのアンリアルのランチャー（アプリを簡単

に起動する為のソフトウェア）の起動アイコンになってます。

　私の は以下のようになっていて、この動画を作るためにランチャーのlibrary

作った と、ここで使ったいくつかのプロジェクト Brushify Grasslnd Pack　のア

セット Add To Projectが確認できます。この

を使ってアセットをプロジェクトに追加します。

アンリアルの仕組み

　インターフェイスがシンプルすぎてわかりづらいのですが、デフォルトでは が”Project”のタブ

開いてます。隣の”□Effect---”と書かれているのもタブですからうっかり触ると迷子になった

りします。実はこうなっています。

　インポートしたビデオファイル　　インポートしたビデオファイル　

動画のインポート

　不愛想な初期画ですが、左のウィンドウを右クリックし

て”Import”＞”File”からビデオファイルを選択します。こ

こでは”MyVideo.MOV”というファイル名です。
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　プログラムモニター　　プログラムモニター　　プログラムモニター　　プログラムモニター　　プログラムモニター　

② ③

　ビデオフォルダを下のタイムラインにドラッグします。

インターフェイスの見方

　インターフェイスがそっけないのでわかりづらいのですが、デフォルトでは”Project”のタブが

開いてます。隣の”□Effect---”と書かれているのもタブですからうっかり触ると迷子になったり

します。

実はこうなっています。

　自動的に作られたコンポジション　

　インポートしたビデオフォルダの下に、自動的に

別のフォルダができています。これをコンポジション

といって下のタイムラインのひと塊です。今回はこ

の一つしか使いませんが、3DCGのタイムラインと

違って複数のタイムラインを使って編集できるとイ

メージしてください。そしてココも実はタブになって

いて、隣の”Render Queue”は別タブで最終レンダ

リングするときに使います。
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　コンポーネントを右クリックでタイムラインのセッティング状

態を編集できます。私は4Kのビデオで撮影していますので、

3840、2160ピクセルと大きな画像になっています。また別の

ビデオファイルを追加したとき、タイムラインの時間軸が短す

ぎて収まらないことがありますが、そんな時はここで時間の

長さを調整します。

Texture Paint

　自動的に作られたコンポーネント　
　私の場合、一人で撮影してますので、ビデオの最初と最後には必ず不要なシーンが含まれていま

す。 をマウスを使って調整しておくと、この範囲だけが編集できるようになります。このバー
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　 を使って、私の周りをなぞります。最後に線が結ばれたところでマスクの外が黒くなペンツール

ります。小さいですが　　　マークを　　　に変えてフォルダの奥に進むと”Mask 1”ができているの

が確認できます。これが今作ったマスクのプロパティーです。

※些細なことですがペンツールの作業が終わったら　　　に戻しておきます。

マスク

　必ずしも必要はないのですが、マスクを使ってクロマキーの選択範囲を絞っておくと調整がし

やすくなる場合があります。これからエフェクトという機能を使って緑色の部分だけを透明にして

私だけを切り取るわけですが、バックの緑色も光の当たり方で均一ではありません。映画の撮

影のようなときは広いスタジオで被写体とグリーンバックに充分な距離を置いて光のムラをなく

すようですが一般的にはそうもいかないので、ひと手間かけようというわけです。
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　 の時計マーク　　を押して　　にします。タイムラインのカーソルがあっているところに　　　　　　　　Mask　Path

マーク　　が付いて、今作ったマスクの形状が記録されます。

　少し冗長になりましたが、もうお気づきだと思います。”Gキー”の”G”とはGlobe(握る）の意味で選

択されたオブジェクトを移動するために用意されたコマンドです。”Yキー”、”Xキー”、”Zキー”をその

あとに押すのはY軸、X軸、Z軸と方向を定めて移動させる仕組みです。これは立方体や円柱などの

塊としてのオブジェクトに限ったことではなく、はじめの方で縦方向にジュースのパッケージを伸ば

した時のように、面やヘリや頂点といった部分（パーツ）を動かすときも同様に使います。

　ここでは紹介していませんが、オブジェクトを回転させるときはどうするか、解説書に頼らずも英

語の”Round”の”Rキー”ではないかと推察できます。コンピュータ操作にはこうした推理する能力も

不可欠で、英語の理解度の差で習得時間に大きな差が生まれます。

　こうした理由でこのビデオではアプリケーションはすべて英語表示で解説しています。また英語の

サブタイトルもつけてますが、翻訳はIT分野に明るいネイティブに意味の伝わる最低限の言葉で表

現するように依頼しています。こうした機会にお子さんお孫さんが英語になじんでいただければと

願っています。

  こうしたキーボードに割り当てられコマンドをホットキーといいますが、同じ操作は左端にあるアイ

コンを使っても同じ動作を選択できます。しかしここで紹介するようにキーボードを使う方が早く作

業が進みます。

　

　マスクを選択するツール、形状によって3種類用意されています。
　ここでは丸く選択するツールをつかっています。　

　ぼかし具合を調整するパラメータです。　

　Mask　Path（マスクパス）とは、マスクの位置情報を記録する機能です。
　　ボタンで自動で記録します。また　　を押して手動で記録していくこともできます。　

　タイムラインカーソルを動かしてビデオの前後の動きを確認すると、下図のようにマスクが外れ

る箇所が出てきます。ここでは手動で調整していきます。しかし今の状態ではマスクのアンカー

ポイントは触れませんので この中でアンカーポイントマスク内をダブルクリックでLayerタブを開き

を移動して調整します。アンカーを移動したところで自動的にタイムラインに記録されます。もち

ろん DCGで見てきたキーフレームの記録と同じで途中の形状は補間されています。3

　今回のような数秒のビデオでは、6カ所ぐらいの調整になりました。準備ができたのでクロマキー

をやってみましょう。
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この後の解説はビデオを見ていただく方が分かりやすい

と思いますが、　　　のスポイトで緑色の部分をクリックし

て、View を”Screen Matte”にして”Clip Black”、”Clip 

White”のレベルを調整して私が真っ白、周りが真っ黒に

なるように調整します。およそどんなケースでも下図ぐら

いの調整でいい感じにまとまると思います

　アフターエフェクトのバージョンなりで微妙に位置が違うのですが、 があEffectを探すウィンドウ

ります。ここに”Ｋｅｙ”ぐらいまで記入するとKeylightが見つかります。これを画像かタイムライン

にドラッグします。

また下の二つの調整で、エッジのぼかしぐわいなどが調

整できます。

キーライト
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このビデオを取り込んだ要領で背景画像を読み込

んで、タイムラインの します。MyVideoの下にドラッグ

　次に背景を入れます。 てタブをProjectに切り替え

切り替えます。私の試したところではFinalResultよ

りいい結果が出ることが多いようです。

　仕上げは、Screen MatteをIntermediate Resultに

　私が想定より右にきているようなので、MyVideo のプロパティーの  を使って位Transform

置を調整します。私の周りには今や何もないわけですから、画面のどこにおいても構わない

わけです。
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　小さなアイコンですが、MyVideoプロパ

ティーにある　　　の部分を押して　　　のマー

クをつけてください。これは3D処理するコマン

ドでこれが付いていないと照明効果は反映さ

れません。

　仕上げに光を調整します。LayerタブからNew　Lightを選択します。デフォルトでは白色のス

ポットライトが作られます。これは後から変更できますのでこのままOKボタンを押します。タイム

ラインに 。新しく Spot Light 1が最上段に作られます

※タイムラインにあるということは他のビデオファイルのように途中で光の強さを変えたり、移動させたりできます。

光の調整
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　       照明の向いている先です。このポイントや発光元

はマウスでも移動できます。 で、マIntencityが光の強さ

イナスにするとオリジナルより暗くしていくこともできます。

ConeAngleはスポットの光の角度です。

　最後にできた動画を出力するには、ConpositionからAdd　To　

Render　Queueを選択し した後 を押保存先を指定 Renderボタン

します。
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